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雪が解けて春が近づいてきました。花粉の季節
で困っている方も多いと思うので、お薬が必要な
方は教えて下さい。
年度末ですので、予防接種の打ち忘れがないか
どうか、また、新年度となり定期接種の対象とな
るものがあるかどうか、一度確認して下さい。
インフルエンザBの流行は例年より長かったよ
うな気がしますが、大分落ち着いてきました。3
月末現在の発熱者は普通の風邪（急性上気道炎）
の方が多くなってきました。
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インフルエンザ A 0 0 0

インフルエンザ B 36 52 22

新型コロナウイルス 6 5 2

マイコプラズマ 1 0 0

溶連菌 9 12 7

アデノウイルス 1 0 0

RS ウイルス 1 1 0

＜感染症発生数＞
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※学校健診の日の午後の診療は14:30からです。

＜子宮頸がんワクチンについて＞
2026年度からは、キャッチアップ接種の
延長はありません。定期接種（無料）の期
間（小学6年～高校1年生）以外の方は、自
費での接種となります。
定期接種の期間内に接種を行いましょう。

アレルギーマーチという言葉を聞いたことがあります
か？日本人の3人に1人は何らかのアレルギー疾患を抱え
ていますが、もともと遺伝的にアレルギー体質がある方
が、成長とともに様々なアレルギー疾患を発症すること
をアレルギーマーチといいます。
ではどうしたら、この進展を予防できるのでしょう

か？遺伝的な体質は変えることはできませんが、乳幼児
期の皮膚の湿疹やアトピー性皮膚炎をしっかりと治療す
ることが、予防につながることがわかっています。
皮膚には免疫の細胞が存在し、湿疹などで荒れている

皮膚に食物やダニ・ハウスダストなどの抗原がくっつく
と、免疫細胞が活性化して感作がおこり、次に同じ
抗原が入ってきた時にアレルギー症状を認めるように
なります。正常の皮膚はバリアがしっかりしていて抗原
が入るのを防ぐことができます。よって、アレルギー発
症の予防の点からも、赤ちゃんの時からのスキンケアは
とても重要なのです。
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